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学校いじめ防止基本方針 

県立磐田南高等学校 

 

本校は、校訓「質実剛健」「真剣至誠」「文武両道」のもと、人格の陶冶を教育目標に掲げ、高

いこころざしをもった人間性豊かな生徒の育成を目指しています。徳のある人間性の育成を

第一義とし、「１部活１ボランティア活動」等の実践と生徒の学校行事への積極的な取組により、

互いを認め合い、他者を思いやる心を育成します。一人一人の生徒が、高いこころざしと目標

を持って充実した学校生活を送ることができるよう、日々の教育活動に取り組んでいます。 

今回、「静岡県いじめの防止等のための基本的な方針」を踏まえ、人の心や体を傷つけるい

じめは絶対に許されない行為であること、いじめをしない、いじめを見逃さないという強い心

を育むことを生徒及び教職員の共通の認識とし、「学校いじめ防止基本方針」を策定しました。 

 

第１章 基本的な事項 

 

１ いじめの定義 

一つ一つの行為がいじめに当たるかどうかは、必ず複数の教員が情報を共有し判断する

ようにします。その際、いじめられた生徒の立場に立つことが必要です。また、けんかやふ

ざけ合いであっても、見えないところで被害が発生していることもあります。いじめである

か判断する際に、「心身の苦痛を感じているもの」だけでなく、苦痛を表現できなかったり、

いじめと本人が気づいていなかったりする場合もあることから、その生徒や周りの状況等

をしっかりと確認することが必要です。いじめられた生徒が安心・安全に学校生活を送るこ

とができるようにすることを第一とします。 

 

２ いじめの理解 

いじめは、どの生徒にも、どこでも起こりうるものです。とりわけ、ネット上での嫌がらせ

やいじわる等の「暴力を伴わないいじめ」であっても、何度も繰り返されたり多くの者から

集中的に行われたりすることで、心が深く傷つき、重大な事案に繋がります。 

また、いじめた、いじめられたという二つの立場の関係だけでなく、集団の中で、いじめ

を「観衆」としてはやし立てたり面白がったりする生徒がいたり、「傍観者」として見て見ぬ

ふりをして関わらない生徒がいたりすることがあり、いじめの問題を集団の問題として捉

えることも必要になります。 

 

３ いじめの防止等に関する基本的な考え方 

いじめは、どのような理由があろうとも絶対に許されない行為です。しかし、どの生徒

にも、どこでも起こりうるということを踏まえ、すべての生徒に向けた対応・指導が必要に

 いじめとは、「生徒に対して、当該生徒と一定の人的関係にある他の生徒が行う心理

的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であ

って、当該行為の対象となった生徒が心身の苦痛を感じているもの」をいう。 
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なります。いじめは、未然に防止することが最も重要であり、普段の学校生活の中で、いじ

めが起こりにくい環境や人間関係をつくり上げていくことが重要であると考えます。 

(1) いじめの未然防止 

本校においては、生徒と教職員との信頼関係を大切にし、生徒同士が、互いの考え方

の違いを認め合うなど、安心して自分を表現できる環境が重要であると考えます。そこ

で、ホームルーム活動や学校行事等を活用し、より良い人間関係の構築や、問題を自分達

の力で解決していくような集団を作り上げていきます。 

(2) いじめの早期発見・早期対応 

いじめはできるだけ早期に発見し、適切に対応することが重要です。本校では、アンケ

ート調査や個人面談など、いじめを訴えやすい機会や場をつくり、生徒や保護者からの訴

えがあった場合、速やかに事実関係を確認し、いじめの有無を判断します。いじめが発見

された場合には、申告な事態にならないように、学校、家庭が連携し、速やかに協力して

対応していくよう努めます。いじめられた生徒への支援、いじめた生徒や周りの生徒への

指導など、状況を十分に把握した上で、具体的な取組を検討します。 

(3) 関連機関との連携 

いじめの問題に学校、家庭の連携・協力だけでは十分対応しきれないと判断した場合

は、教育委員会をはじめ、関係機関と連携し、適切に対応していきます。 

 

４ いじめの防止等のための達成目標 

(1) いじめの未然防止のために、年間指導計画において、生徒が良好な友人関係を構築し、

集団の中で信頼関係をつくることを勧める行事等の教育活動を位置づけて実施し、生徒

に対する調査において、心身の健康が好ましい状態であると判断できる。 

(2) いじめの早期発見のために、普段から生徒の学校生活の状況を把握し気になる生徒

は、毎月職員会議等で定期的に報告し職員全体で共有する。 

(3) いじめまたはいじめと疑われる行為等の報告があった場合は、数日以内に学校いじめ

防止委員会を開き、その後の対応を決定する。 

(4) いじめの事案が発生した場合は、解消するまで継続的に対応し、解消後も日常的に注

意深く観察等をして再発しないよう留意する。 
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第２章 組織の設置 

 

１ 組織 

学校いじめ防止基本方針に則り、「学校いじめ防止委員会」を設置します。その構成委員

は、教頭、生徒課長、生徒課職員、学年主任、当該生徒の担任とします。また、必要に応じて、

当該生徒の部活動顧問、教育相談室長、養護教諭、教務課長等を委員とします。 

いじめの内容によっては、専門的な見地からの意見をスクールカウンセラーやスクール

ソーシャルワーカー、スクールロイヤーなどから聞き対応します。 

 

２ 委員会 

いじめの防止、早期発見のための方策の見直しや検討、教職員の研修会の企画を行い

ます。 

いじめに関する事案が発生した場合、生徒課の職員を中心に被害生徒及び加害生徒か

ら事実確認を行います。その後、臨時に委員会を招集し、対応を検討します。 

 

第３章 いじめの防止 

 

１ 基本的な考え方 

いじめはどの生徒にも起こりうるという事実を踏まえ、生徒をいじめに向かわせないた

めの未然防止に、すべての教職員で取り組みます。そのためには、生徒が良好な友人関係

を構築することが重要であり、すべての生徒が規律正しい態度で授業に参加し、主体的に

学校行事に参加・活躍できるような集団づくり、学校づくりを進めます。 

 

２ 道徳教育等の推進 

社会性や規範意識、思いやりなどの豊かな心を育み、互いの個性を認め、心の通う人間

関係づくり、コミュニケーション能力の基礎や人権感覚を養うため、学校生活やより良い人

間関係づくりについて、生徒自らが考える機会を設けるなど教育活動全体を通じて道徳教

育を推進します。 

 

３ 保護者や地域への啓発 

保護者や地域に対して、子どもの様子に目を配り、いじめに関する情報を得た場合は学

校に相談するようホームページなどによる啓発に取組みます。 

 

４ 配慮を要する生徒への支援と教職員の資質向上 

特に配慮が必要な生徒については日常的に、配慮を必要とする生徒の特性を踏まえた適

切な支援及び指導を組織的に行うとともに、教職員の資質能力向上を図ります。 

 

５ 学校評価により取組の改善 

いじめの防止等のための取組に係る達成目標に対して、学校評価において目標の達成条

項を評価します。 
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６ 年間指導計画 

月 内 容 目 的 

４月 

 

 

 

 

 

５月 

 

６月 

 

 

 

 

７月 

・学校いじめ防止基本方針の 

周知（生徒、保護者等） 

・ｅ－ネット安心講座等の実施 

・ＨＲデー（遠足） 

 

・生徒総会 

 

・はぐま祭（文化祭） 

 

 

・授業公開週間 

 

・夏季球技大会 

・生徒、保護者にいじめの問題と取組について理解を深 

める。 

・携帯電話、スマホの適切な使い方、ネットに関する危険 

性について理解させる。 

・新しいクラスの中で、相互の理解を深め、人間関係づく 

りを図る。 

・学校生活やより良い人間関係づくりについて、生徒自ら 

が考える機会とする。 

・生徒の主体的な活動の中で、クラスや部活動の仲間と協 

力し、やり遂げる体験を通して、より良い人間関係づく 

りを図る。 

・生徒が主体的に参加できる授業を行うための授業改善 

をすべての教職員が行う。 

・仲間と協力する中で互いの良さを認め、より良い人間関 

係づくりを図る。 

９月 

 

10月 

 

11月 

 

12月 

・体育大会 

 

・保育体験実習（１年生） 

 

・授業公開週間 

 

・修学旅行(２年生） 

・集団の中での自己の役割を認識し、仲間と協力する中で 

互いの良さを認め、より良い人間関係づくりを図る。 

・幼児に対する理解を積極的な関わりの中で、人のために 

行動する価値や人を思いやる心を育む。 

・生徒が主体的に参加できる授業を行うための授業改善 

をすべての教職員が行う。 

・旅行への主体的な参加を通して、集団行動の意義、他者 

の理解、自己のあり方を考える機会とする。 

２月 

 

３月 

・生徒総会 

 

・春季球技大会 

・学校生活やより良い人間関係づくりについて、生徒自ら 

が考える機会とする。 

・仲間と協力する中で互いの良さを認め、より良い人間関 

係づくりを図る。 
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第４章 いじめの早期発見 

 

１ 基本的な考え方 

日頃から生徒との信頼関係の構築に努め、生徒の表情や態度、その変化や危険信号を見

逃さないようアンテナを高く保つとともに、ＨＲ担任を中心とした教職員相互が積極的に生

徒の情報交換を行い、情報を共有します。 

 

２ 生徒の実態把握 

生徒に対する日常的な観察とともに、人間関係のトラブル、いじめについての実態調査

を行い、複数の目による状況の見立てを行います。 

 

３ 相談体制 

スクールカウンセラーの協力を元に、生徒、保護者、教職員に対する相談体制を整備し、

いじめの相談を受けた場合には、家庭や地域等と連携して対応します。 

 

４ 年間指導計画 

月 内 容 目 的 

４月 

 

４月～

７月 

５月 

 

７月 

・面接週間 

 

・新入生全員に対して３分間カ 

ウンセリングの実施 

・生活意識調査の実施 

 

・保護者面談の実施 

・新しいクラスにおける生徒の悩みを担任が聞き、問題 

の早期発見に努める。 

・中学校時代の様子と高校入学後の状況、家族の状況等 

を相談室で聞き、生徒の理解に努める。 

・生徒の家庭での様子、携帯等への依存度を調査し、問 

題の早期発見に努める。 

・担任と保護者の信頼関係を構築し、家庭での状況を聞 

くとともに、友人関係等で問題を抱える生徒の理解に 

努める。 

９月 

 

 

 

10月 

・こころの健康調査の実施 

 

 

 

・面接週間 

・生徒の悩み、健康状況を調べる中に、人間関係のトラブ 

ル、いじめについての項目を入れ、実態を調査する。問 

題を抱える生徒については、相談室で個別面談を実施 

し、教職員の間で情報を共有する。 

・生徒の生活状況を担任が把握し、問題の早期発見に努 

める。 

２月 ・相談室における情報交換 ・年間を通して実施したスクールカウンセラーとの面談 

から、問題を抱える生徒について、教職員の間で情報 

を共有する。 
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第５章 いじめに対する措置 

 

１ 基本的な考え方 

発見・通報を受けた場合には、組織的に対応することを原則とします。その際、被害生徒

を守り通すとともに、教育的配慮の下、毅然とした態度で加害生徒を指導します。 

 

２ いじめの発見・通報を受けたときの対応 

いじめの発見・通報を受けた教職員は一人で抱え込まず、生徒課長を通して、いじめ防止

委員会において直ちに情報を共有します。共有する内容は、 

① 誰が誰をいじめているのか、関係している人物は誰か。（加害者と被害者、関係者） 

② いつ、どこで起ったのか（時間と場所） 

③ 具体的にどのようないじめか（内容） 

④ いじめのきっかけは（背景と要因） 

⑤ いつ頃から、どのくらい続いているのか（期間） 

等、実態把握に必要な事項を適切に判断して得た内容を共有します。その後は、生徒課及び

当該学年が中心となり、いじめの有無の確認を慎重に行います。その際、いじめの被害生

徒及び加害生徒から事情確認を行い、いじめ防止委員会において適切に判断します。 

問題行動がいじめと判断された場合、いじめられている生徒の気持ちに十分配慮します。

いじめられた生徒が落ち着いて教育を受けられる環境の確保を図ることが第一であり、必

要に応じて養護教諭、相談室及びスクールカウンセラーと連携して対処します。 

いじめた生徒への指導に当たっては、いじめは相手の心を深く傷つける重大なことであ

ることをしっかり理解させ、十分な反省を求めます。その際、いじめは絶対に許されない行

為であるという毅然とした態度で臨み、生徒課を中心とした家庭謹慎等を含む指導を行い

ます。 

いじめた生徒の保護者に対しては、いじめの行為に対しての理解を得た上で、学校と保

護者が連携して適切に対応できるよう協力を求めます。 

ネット上の不適切な書き込み等については、いじめと判断される行為が認められた場合、

直ちに削除する措置をとり、いじめた生徒に対しての指導を同様に行います。 

いじめが犯罪行為に当たると認められた場合は、速やかに警察に相談・連携のもと対応

します。 

学校がいじめと判断した場合は、その指導内容、経緯及び結果について県教育委員会に

報告します。 

いじめが「解消している」状態とは、①いじめに係る行為が少なくとも３か月を目安とし

止んでおり、②いじめを受けた生徒が心身の苦痛を感じていないことの２点が満たされて

いることが必要です。また、いじめが「解消している」状態に至っても、再発する可能性が十

分あり得ることを踏まえ、日常的に注意深く観察していきます。 

 

  



7 

第６章 重大事態への対応 

 

１ 基本的な考え方 

いじめの重大事態に対しては、「いじめの重大事態の調査に関するガイドライン（平成29

年３月文部科学省）」「静岡県教育委員会いじめの重大事態対応マニュアル（令和３年３月）」

を踏まえ、適切に対処します。 

いじめの重大事態は、「いじめ防止対策推進法第28条」で定義されています。 

(1) いじめにより当該学校の在籍する児童等の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた

疑いがあると認めるとき。 

(2) いじめにより等が学校に在籍する児童等が相当の期間学校を欠席することを余儀な

くされている疑いがあると認めるとき。 

 

２ いじめの重大事態対応の流れ（県立学校の場合） 

いじめの重大事態が発生した場合は、県教育委員会又は学校は、事実関係を明確にする

ための調査を行います。 

 

 県立学校  

 ↓◆重大事態発生の報告 

 県教育委員会  →  県知事  

 ↓↑  ◆重大事態発生の報告 

 調査組織（県教育委員会又は学校の下に設置）  ⇔  被害生徒・保護者  

  ◆事実関係の全容を明らかにするための    ◆事実関係等の情報提供 

    調査を実施                （３か月を目安に行う。 

    公平性・中立性を確保します。        これにかかわらず、提供が 

             必要な事項が生じた場合は 

             速やかに行う。） 

          ◆調査結果の報告 

 ↓◆調査結果の報告 

 県知事  （必要と認める場合）再調査を指示 →  調査組織  

    ←再調査結果を報告 

 ↓◆報告 

 議会  
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